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  兵庫県川辺郡猪名川町兵庫県川辺郡猪名川町M 6.4, 震源地震源地:石川県西方沖石川県西方沖, 深さ約深さ約10km, 2024/11/26 22:47頃発生頃発生  （気象庁発表）

解析開始時点(2024/11/26 22:52:11)で収集されている防災科研K-NET, KiK-net, 気象庁, 地方公共団体震度計の計
測震度データを利用。 （＊）気象庁発表の情報と一致しない場合がある。 一部正式な震度観測点ではない観測
点を含む。暫定的な震度値を含む。丸印は観測、塗りつぶしは推定データ。×印は震央位置。 他の図表も同様。

最大最大(＊)

観測震度観測震度
推定震度頻度分布推定震度頻度分布

市区町村名市区町村名 全人口全人口：夜間夜間 (人人)震央距離震央距離
(km)

1 兵庫県川辺郡猪名川町 32,000 254
5弱 石川県羽咋郡志賀町 20,000 24
5弱 石川県輪島市 27,000 56
4 石川県七尾市 55,000 41
4 福井県福井市 270,000 107
4 富山県富山市 420,000 71
4 富山県高岡市 170,000 54
4 福井県敦賀市 66,000 155
4 石川県加賀市 67,000 79
4 富山県射水市 93,000 62
3 石川県金沢市 460,000 50
3 滋賀県長浜市 120,000 181
3 石川県小松市 110,000 65
3 石川県白山市 110,000 54
3 新潟県上越市 200,000 154
3 鳥取県鳥取市 190,000 262
3 滋賀県彦根市 110,000 193
3 長野県上田市 160,000 169
3 長野県長野市 380,000 155
3 滋賀県大津市 340,000 227

最大観測震度は、各市区町村内で観測された最大震度。観測された計測震度を250mメッシュで補間し、市区町村ごとに推定震度頻度分布を作成した。報開始
時刻が9:00-18:59のとき昼間人口、19:00-8:59のとき夜間人口を示し、平成27年国勢調査、平成26年経済センサス‐基礎調査等のリンクによる地域メッシュ統
計を二桁精度になるよう四捨五入した。震央距離は震央から各市区町村中心部までの距離。

補間した250mメッシュの推定震度分布と、250mメッシュに細分化した平成27年国勢調査、平成26年経済センサス‐基礎調査等のリンク
による地域メッシュ統計を重ね合わせ、各行政区の震度遭遇人口を推計した。

行政区名行政区名
震度震度5弱以上弱以上
遭遇人口遭遇人口

震度震度5強以上強以上
遭遇人口遭遇人口

震度震度6弱以上弱以上
遭遇人口遭遇人口

震度震度6強以上強以上
遭遇人口遭遇人口

  兵庫県川辺郡猪名川町
全国 10,000 1,000
石川県 10,000 1,000
  石川県七尾市 2,000
  石川県輪島市 2,000 1,000未満
  石川県羽咋市 1,000未満
  石川県羽咋郡志賀町 5,000 1,000
  石川県鹿島郡中能登町 1,000未満
  石川県鳳珠郡穴水町 1,000未満
  石川県鳳珠郡能登町 1,000未満
全国および震度遭遇人口の多い都道府県と市区町村について掲載。震度遭遇人口が1?999人の場合は1000未満と表示。 全国、都道府県
の値は、市区町村の値の合計と必ずしも一致しない。

震源域付近で起こった過去の主な被害地震震源域付近で起こった過去の主な被害地震

発生年発生年 地震名地震名 M 被害被害

1858
飛騨・越中・加
賀・越前 (飛越地
震)

7.0〜
7.1

飛騨北部・越中で被害が大きく，飛騨で潰家319，死203．山崩れも多く，常願寺川の
上流が堰止められ，後に決壊して流出および潰家1600余，溺死140の被害を出した．
跡津川断層の運動(右横ずれ)によると考えられる．

1891 岐阜県西部 (濃尾
地震) 8.0

仙台以南の全国で地震を感じた．わが国の内陸地震としては最大のもの．建物全潰14
万余，半潰8万余，死7273，山崩れ1万余．根尾谷を通る大断層を生じ，水鳥で上下に
6m，水平に2mずれた．1892年1月3日，9月7日，94年1月10日の余震でも家屋破損な
どの被害があった．

1892 能登半島西岸 6.4 家屋・土蔵の破損があった．11日にも同程度の地震があり，羽咋郡で全潰2，死1．
1896 石川県北岸 5.7 蛸島村で土蔵倒潰2，家屋破壊15．禄剛崎燈台破損．
1930 石川県西方沖 6.3 片山津で死1．ほかでは煙突破損等小被害，砂丘による崖崩れなど．
1933 能登半島沖 6.0 石川県鹿島郡で死3，家屋倒潰2，破損143，ほかの被害があった．富山県でも傷2．
1948 福井県嶺北地方

(福井地震)
7.1

被害は福井平野およびその付近に限られ，死3769，家屋全壊36184，半壊11816，焼
失3851，土木構築物の被害も大きかった．南北に地割れの連続としての断層(延長約
25km)が生じた．

1952 石川県西方沖 (大
聖寺沖地震) 6.5 福井・石川両県で死7，家屋半壊4など．山崩れや道路の亀裂などもあった．

1961 石川県加賀地方
(北美濃地震) 7.0 福井・岐阜・石川3県に被害があった．死8，家屋全壊12，道路損壊120，山崩れ99．

2007 能登半島沖 (能登
半島地震) 6.9 海陸境界域の横ずれ成分を含む逆断層型地殻内地震．死1，傷356，住家全壊686，半

壊1740(2009年1月現在)．最大震度6強(石川県3市町)，珠洲と金沢で0.2mの津波．
出典：国立天文台編「理科年表 平成29年」, 丸善出版 (2016), 一部表現を割愛

50年間超過確率2%の計測震度分布 再現期間50000年相当の計測震度分布

J-SHISから公表している地震ハザード情報から公表している地震ハザード情報

防災科研が公開するJ-SHISでは、ある地点に対し影響を及ぼす全ての地震を考慮し、その地点が大きな地震動
に見舞われる危険度、すなわち地震ハザードを評価しています。（2024年地震ハザード評価）

R-20241126224721-0105-00001 J-RISQ (http://www.j-risq.bosai.go.jp/) 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 (c) 2013

震度の分布震度の分布 最大観測震度最大観測震度5弱弱 (＊) 主要都市の推定震度主要都市の推定震度 （都市の最大観測震度と人口を考慮して掲載都市の最大観測震度と人口を考慮して掲載）

1 2 3 4 5-5+6-6+ 7

行政区ごとの震度遭遇人口行政区ごとの震度遭遇人口 （各震度階級の揺れに遭遇した人口を考慮して掲載各震度階級の揺れに遭遇した人口を考慮して掲載）
推定震度5弱以上

  兵庫県川辺郡猪
名川町

推定値無し

推定震度5強以上

  兵庫県川辺郡猪
名川町
推定値無し

推定震度6弱以上

全国
推定値無し

推定震度6強以上

全国
推定値無し

http://www.bosai.go.jp/
https://www.j-shis.bosai.go.jp
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?lang=jp&layer=P-Y2024-MAP-AVR-TTL_MTTL-T50_P02_SI
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?lang=jp&layer=A-V8-MAP-AVR-TTL_MTTL-A050K_SI&epoch=Y2024
http://www.j-risq.bosai.go.jp

